
平成29年度　在宅医療・介護連携推進事業　受託法人　取組み状況
北 都島 福島 此花 中央 西 港 大正 天王寺 浪速 西淀川 淀川 東淀川 東成 生野 旭 城東 鶴見 阿倍野 住之江 住吉 東住吉 平野 西成 集約

1.　区民が必要とする切れ目のない在宅医療・介護のサービス提供体制
のニーズ、あり方の検討

1 1 2 2 1 1 2 1 2 1 2 1 2 2 1 2 1 3 2 1 2 2 3 2
１．10区　２．12区
３．2区　４．0区

2.　主治医・副主治医制の導入・推進に向けた取組 4 1 3 2 3 4 4 1 4 1 2 4 3 4 3 3 1 4 4 4 3 4 4 4
１．4区　２．2区
３．6区　４．12区

3.　在宅療養中の利用者の急変時診療医療機関や後方病床の確保に
向けた取組

1 1 2 2 1 2 4 1 2 1 2 4 2 2 1 3 1 1 2 1 3 2 4 3
１．9区　２．9区
３．3区　４．3区

4.　訪問診療・往診を提供する医療機関と訪問看護St.との連携体制構
築への取組

1 1 2 1 1 2 4 1 2 1 2 1 2 2 2 1 1 1 3 1 3 2 4 2
１．11区　２．9区
３．2区　４．2区

※１

区内病院
連絡会に

て主治医、
長期休暇
時のサ

ポート体制
構築、定
期的な病
院、診療
所、訪問
看護ス

テーション
での会の

実施

病院と医
師会の研
修会を開
催。多職
種が参加
できるICT
事業を医
師会が実

施

在宅医療・
介護連携
推進会議
の立ち上
げ、開催
（4回/年）

医-介連携
としてネッ
トワーク会
議：全体会
議とワー
キンググ
ループ活

動で連携。
医師会・薬
剤師会・訪
問看護ス
テーション
とケアマネ
の研修を

実施

区内の薬
局に関す
る在宅支
援に向け
た取組

区内病診
連携を作
り開催。

マップは区
役所事業
にて改訂

済み（作成
協力）。Ｓ
ＮＳ普及は
医師会員
約8割に導
入した。リ
ストは改訂
検討中。

医介連携
推進に参
加してイベ
ント等の企
画運営に
携わる。病
院や包括
で活動報
告などの
告知、講
演を行な
う。ワール
ドカフェで
の意見集
約など

・区内・近
隣区病診
連携の会
の開催

（病ー診連
携）

・在宅かか
りつけ医
交流会の
開催（診ー
診連携）

・医療と介
護の連携
の会の開
催（医ー介
護連携）

―

 在宅医療
部準備会・
区内病院
情報交換
会の実施

1.　医療・介護関係者間で共有すべき情報や情報共有のニーズ、共有方
法の検討

1 2 2 1 3 2 2 1 2 1 2 2 2 2 1 1 2 3 3 1 2 2 3 2
１．7区　２．13区
３．4区　４．0区

2.　現在使用されている情報共有ツールやその活用状況の確認 2 1 2 1 2 2 2 1 2 1 2 3 2 2 1 1 2 4 2 1 2 2 2 2
１．7区　２．15区
３．1区　４．1区

3.　地域で充実又は作成するべき情報共有ツールの検討 2 2 3 1 3 1 2 1 4 1 2 2 2 2 4 1 3 3 3 1 2 2 4 3
１．6区　２．9区
３．6区　４．3区

4.　情報共有ツールの導入や利用促進
3 3 3 1 3 2 2 1 4 1 3 2 2 2 1 3 3 4 3 1 2 3 2 4

１．5区　２．7区
３．9区　４．3区

5.　４で導入した情報共有ツールの活用状況や効果についての評価や改
善 4 4 4 1 3 2 4 4 4 1 3 3 3 1 2 3 4 4 3 2 3 3 2 4

１．3区　２．4区
３．8区　４．9区

6.　その他（エ）に該当すると思われる取組　（下欄に具体的に記載）

― ― ―

ICT（バイタ
ルリンク）
の利用が
定着する
ために、
ピーアー
ルを継続

する。

― ―

ケアマネ
ジャーが
使用する
様式につ
いて医師
会の先生
方に周知
を依頼

― ―
Aケアカー
ドシステム

ケアマネと
急性期病
院での退
院支援研
修を開催

を企画して
いる。

―

・「こぶし
ネット情報
共有シー
ト」、介護
申請予診
票、医療・
介護連携
シート作成
・在宅医療
連携推進
ハンドブッ
ク、訪問看
護ステー

ション利用
パンフレッ
トの更新

― ― ―

連携を含
む各医療
機関情報
を掲載した
ガイドブッ
クを病院・
介護関係
者に配布

―

既存シート
の見直し、
情報共有
するため
の必要な
情報の検

討

ＳＮＳ普及
は医師会
員約8割に
導入した。
リストは改
訂検討中

― ― ― ―

1.　在宅医療・介護連携を支援する相談窓口のニーズの確認 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2
１．21区　２．3区
３．0区　４．0区

2.　相談窓口（相談員）の設置・運営 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2
１．21区　２．3区
３．0区　４．0区

3.　相談受付・支援する人材の育成（研修会の受講や実施） 1 1 1 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2 2 1 1 2 1 2 1 1 1 2 2
１．12区　２．12区
３．0区　４．0区

4.　相談員と区内の医療・介護関係者との関係構築 1 1 1 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2 2 1 1 2 1 2 1 1 2 2 2
１．11区　２．13区
３．0区　４．0区

5.　その他（オ）に該当すると思われる取組　（具体的に記載）

講演活動
（一般企
業、薬剤
師会生涯
研修、病

院）

― ―

近隣区を
含めた病
院や事業
所訪問。
関連する
団体事業
所との”連
携する会”

の定着

― ― ― ― ―

訪問介護
事業所勉
強会，地
域ケア会

議

隣接する
県の病院
へ周知活
動・研修参

加

生活支援
コーディ
ネーター、
オレンジ
チーム、地
域包括と
一緒に取
り組んでい
る地域診
断。

・地域包括
の運営会
議に参加
・地域包括
開催の地
域連携室
との情報
交換会へ
の参加

― ― ―

病院と在
宅の介護
サービス
業者それ
ぞれにア
ンケートや
聞き取りで
状況把握

― ― ― ― ― ― ―

5.　その他（ウ）に該当すると思われる取組　（具体的に記載）

受託法人　ウエオ　　　24区（濃：H28.8～実施区）

（オ）に関連する取組の
実施状況

実施状況
1. H28年度以前に実施

している
2. H29年度に実施して

いる
3. H30年度に実施予定
4. 現時点では未着手

オ
　
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
支

援
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

（エ）に関連する取組の
実施状況

実施状況
1. H28年度以前に実施

している
2. H29年度に実施して

いる
3. H30年度に実施予定
4. 現時点では未着手

ウ
　
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
在
宅
介
護
の
提
供
体
制

の
構
築
推
進
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

エ
　
医
療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
の
支
援
の
取

組
状
況
に
つ
い
て

（ウ）に関連する取組の
実施状況について、該
当する選択肢番号を入

力してください。

1. H28年度以前に実施
している

2. H29年度に実施して
いる

3. H30年度に実施予定
4. 現時点では未着手

ケアマ
ネー

ジャーへ
のアン

ケートを実
施し、連携
の必要性
を明確にし

た。

三師会合
同の研修

会
―

ブルー
カードシス
テム　Aケ
アカードシ
ステム　在
宅ネット

ワークシス
テムが医
師会で実
施されて
いる。

①在宅診
療チーム
での事例
検討月１

回
②病診連
携のため
の討論会

がんサロ
ン、町の保
健室の検

討

―

ICTのモバ
イルを持
つ事業所
が徐々に
増え医療・
介護従事
者の連携
が取れつ
つある。夜
間・休日の
バックアッ
プシステム
は確立で

きた。

近隣区を
含めた病
院や事業
所訪問。
関連する
団体事業
所との”連
携する会”

の定着

在宅医療
推進会議
（年3回）
在宅医療
連絡部会
（年4回）

府コーディ
ネーターと
して平成
29年度に
病病連

携、病診
連携は実

施

―

※１　上記の取組み以外に
・区内4病院と近隣2病院との病診連携協議会　　　　　　　　　　　・区内4病院と近隣2病院の地域連携室との在宅医療連携を考える会
・淀川区医師会との在宅医療連携協議会　　　　　　　　　　　　　 ・担当理事と区外の5病院を訪問し、情報交換を行った。
・医師会、薬剤師会と訪問看護連絡会との在宅医療連携会     ・医師会、薬剤師会、6病院勤務医へのアンケート調査
・居宅介護支援事業所と医師会との合同研修会                       ・訪問看護連絡会と居宅介護支援事業所との合同研修会
・歯科医師会と共催で介護職のための研修会開催


